
昭
和
三
十
四
年
に
お
け
る
国
語
学
界
の
展
望

方

仁3

学

昭和三十四年における国語学界の展望一方言学一

東
条
操
教
授に
よ
る
と
F

明
治
以
後の
方
言
研
究に
は
三
度の
山が
あっ

たグ
とい
う 。

(「
方
言
研
究
の
歩
み」
国
語
学
お
に
よ
る)
こ
うし
た
見
方

に
立っ
と 、
そ
ろ
そ
ろ
第
四の
山に
さ
し
か
かっ
た
の
で
は
ない
か
と
さ
え

恩わ
れ
る
昭
和三
十
四
年
度は 、
方
言
学
界に
とっ
て 、
ど
ん
な
年で
あっ

た
ろ
う

か 。
ま
ず 、
こ
の一
年
を
概
観し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う 。

方
言
研

究の
方
法に
つ
い
て
は 、
次の
二
点が
注
目
さ
れ
る 。

(
二
体
系
的 、
記
述
的
方
法が
多
く
行
な
わ
れ
た
こ
と 。

(二)
言
語
地
理
学
的
方
法が
進
展
し
た
こ
と 。

もち
ろ
ん 、
こ
れ
ら
の
こ)
(一一)
の
方
法は 、
本
年
度に
なっ
て
初

め
て
行
な
わ
れ
た
もの
で
は
ない
が 、
特に
こ
の
種の
方
法に
よ
る
研
究が

活
鼎俄で
あっ
た
とい
う

点で 、
注
目
さ
れ
るべ
き
もの
と
思
う 。

他
方 、
こ
れ
を
研
究
分
野
で
ある
〈
音
韻V
〈ア
ク
セ
ン
ト

V
〈
文
法V

八五問
実V
別につ
い
て
み
る
と 、
ひ
と
くち
に
いっ
て 、
従
来
研
究の
遅
れ

が
ち
で
あっ
た
八
文
法V
〈
語
奨V
が 、
意
慾
的に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と

が
特
筆
さ
れ
る 。

角
度
を
か
え
て 、
研
究の
対
象と
なっ
た
方
言
を 、
地
域別に
し
て
み
る

と
ど
うか 。
ま
ず 、
気が
付
くこ
と
は 、
西日
本の
方
言
|l

特に 、
琉

球 、
八
丈 、
奄
美
な
ど
南の
島の
こ
と
ば
に
関す
る
論
文が
多かっ
た
こ
と

で
あ
る 。
そ
れ
に
ひ
き
か
え 、
東日
本 、
特に
東
北
方
言の
研
究が
案
外
援

桜

茂

井

治

わ
な
かっ
た
の
は
ど
うし
て
か 。
今
後に
期
待さ
れ
る
点で
あ
る 。
以
上

が 、
昭
和
三
十
四
年
度
(一
月
|十二

月)
方一言
学
界の
概
観で
あ
る 。

参
考
ま
で
に 、
本
稿の
記
述
上の
約
束を
記
すな
ら
ば 、
ま
ず ・論述の
順

序と
し
て
は 、
(
ご
で
論
文
集 、
研
究
誌 、
学
術
調
査
関
係 、
(二)
で
は

雑
誌
所
載の
論
文
を
中
心と
し
て 、
こ
れ
を
八
方
言
全
般V
〈
音
韻V
八
ア

ク
セ
ン
ト

V
八五回
法V
〈
諮
葉V
〈
その
他V
に
分けて
紹
介
し 、
(
三)

で
は
学
会の
口
頭
発
表 、
放
送
関
係
を
取り
扱
うこ
と
に
し
た 。
ま
た 、
記

述の
約
束と
し
て
は 、
『
』
で
単行
本 、
「
」
で
論
文の
題
目 、
(
)

で
雑
誌
名
と
号
数 、
《
》
で口
頭
発
表の
題
目
を
示
すこ
と
に
す
る 。

こ
の
年は
『

方
言
学』
と
銘
うっ

た
単
行
本の
刊
行は
み
ら
れな
か

っ
た
が 、
その
代り
あ
ま
た
の
注
目
すべ
き
方
言
研
究の
論
文
集が
出
版
さ

れ
た
こ
と
は 、
よ
ろ
こ
ぶべ
きこ
と
で
あっ
た 。

(
I)

『日
本
方
言の
記
述
的
研
究』(
明
治
書
院)

(
E)
『こ
と
ば
の
研
究』(
国
立
国
語
研
究
所
論
集
I)

(
直)
『
方
言
研
究
年
報』(
広
島
大
学
国
語
研
究
室
内
方
言研
究
会3)

(
町)
『三
重
県
方一吉』(
三
重
県
方
言
学
会)

(V)
『山
梨
方
言
論
文
集』(山
梨
方
言
研
究
会)
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(
WH)
『
琉
球
方一言』(
創
刊
号)
(
琉
球
大
学
方
言
研
究
会)

が
そ
れ
で
あ
る 。

(
I)
は
「
国
研
報
告日」
と
し
て 、
国
立
国
語
研
究
所が 、
地
方
調
査

員
を
総
動
員し
て 、
全
国
各
地の
方
言
を
記
述し
た
もの
の
中か
ら
十
五
篇

を
え
ら
ん
で
編
集し
た
もの 。
文
字
通
り 、

北は
北
海
道か
ら 、
+問は
鹿
児

島
ま
で
の
代
表
的
な
方
言
を
取り
あ
げ
て 、
余
すと
こ
ろ
が
ない 。
その
調

査
地と
執
筆
者
を
紹
介
す
る
と 、
1

北
海
道
槍
山
郡
江
差
町。

(
石
垣
福

雄) 、
2
山
形
県
北
村
山
郡
東
根
町

(
斎
藤
義
七
郎) 、
3
千
葉
県
館
山

市
竹
原
(旧
九
重
村)

大
岩
正
仲 、
4
神
奈川
県
愛
甲
郡
煤ケ
谷
村
(

新
清
川
村)
;
・日

野
資
純 、
5
石
川
県
金
沢
市
彦三
二
番
丁

(
岩
井

隆
盛)
6
愛
知
県
西
森円
井
郡
北里
村

(
野
村
正
良) 、
7
奈
良
県
磯

城
郡
織田
村
(
新
大三
輪町)

西
宮一
民 、
8
和
歌
山
県
東
牟
裟
郡
高

池
町
(
新
座
川
町)

村
内
英一 、
9
兵
庫
県
高
砂
市
伊
保
町
(旧
印
南

郡
伊
保
村)
0・0

(
和
田
笑) 、
叩
愛
媛
県
宇
和
島
市
・・

杉
山
正
世 、
日

大
分
県
大
野
郡
川
登
村
(新 、
野
津
町)・

糸
井
克一 、
ロ
宮
崎
県
西
臼

杵
郡日
の
影
町・

野
元
菊
雄 、
日
鹿
児
島
県
薩
摩
郡
高
城
村・:
上
村
孝

二 、
は
鹿
児
島
県
揖
宿
郡
頴
娃
町:
-

柴
田
武 、
日
鹿
児
島
県
西
之
表
市
西

之
表

上
村
幸
雄 、
以
上の
ご
と
くで
あ
る1
こ
れ
ら
諸
論
文の
内
容

は 、
八
音
韻V
(ア
クセ
ン
ト

を
除
く)
と
〈
文
法V
につ
い
て
の
記
述で

あ
る
が 、
通
読
す
る
と
観
察 、
記
述の
方
法
や
態
度が
全
般に
わ
たっ
て一

貫し
て
お
り 、
チ
ーム

ワ
ー
ク
の
あ
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
を
み
せ
て
い
る 。
本

年
度
屈
指の
成
果の
ひ
とつ
に
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
うし 、

今
後の
方
言
研

究に
益
す
る
と
こ
ろ
が
多い
に
ち
が
い
ない 。
た
だ 、
読
む
側か
らの
注
文

をい
うな
ら
ば 、
記
述の
方
法と
し
て 、
論
文に
よっ
て 、
ロ
ーマ

字 、
発

音
記
号 、
カ
タ
仮
名
な
ど
統一
が
ない
点
を
散
見す
る
が 、
こ
れ
な
ど
統一

が
あ
れ
ば 、
もっ
と
読み
や
すかっ
た
の
で
は
ない
か 。
今
後 、
こ
の
種の

研
究が
〈
語
集V
や
八
ア
クセ
ン
ト

V
につ
い
て
も
行
なわ
れ
る
こ
と
を
期

待し
よ
う 。

(
E)
は 、
国
研
創立
十
周
年
を
記
念し
て
出し
た
「
国
立
国
語
研
究
所

論
集
I」
で
所
員三
十
氏の
執
筆に
な
る
論
文
集 。
その
うち

方一言
関
係の

論
文
を
拾
うと
〈
背
韻V
で
は 、
大
石
初
太
郎
氏の
「プロ
ミ
不ン
ス
につ

い
て
11l

東
京
語の
観
察
||」 、

柴
田
武
氏
「
琉
球・
与
那
国
島
方
言の
音

韻」 、
上
村
幸
雄
氏
「
琉
球
方
言に
お
け
る
『1・
2

音
節
名
詞』
の
ア
ク

セ
ン
ト

概
観」 、
八
文
法V
で
は 、
飯
豊
毅一
氏
「八
丈
島
方
言の
語
法」

〈
話
実V
で
は 、
徳
川宗
賢
氏
「『カマ
キ
リ』
の
方
言
分
布
を
解
釈
する

||糸
魚
川・
青
海
方
言
調
査
報
告7
||」

な
ど 、
各
分
野に
わ
たっ
て

多
彩 。
そ
れ
ぞ
れ
得
意の
テ
17
と
取っ
組ん
だ
新しい
研
究で 、
示
唆に

富
む
論
文
集で
あ
る 。
「
国
語
学幻」
に
この
論
文
集の
紹
介が
あ
るの
で 、

詳
細
なこ
と
は 、
そ
れに
ゆ
ず
る
こ
と
に
する 。

(
E)
は 、
広
島
大
学で 、
藤
原
与一
博
士の
指
導を
受け
てい
る
方
言

学
徒が
中
心に
なっ
て 、
「
隠
岐
↑↓

足
摺
岬の
線」
の
課
題の
もと
に
行

なっ
た
調
査
研
究の
結
果
を
謄
写
刷りに
し
て一
冊と
し
た
労
作 。
第一
巻

「
文
末
助
詞」
特
集に
次
ぐ
第二
弾で 、
方
言の
共同
研
究の
可
能
性
を一示

す
好
例で
あ
る 。

執
筆
者と
内
容の
概
略を
記
す
と 、
大
原
孝
道
氏の
〈
隠
岐
島の
ア
クセ

ン
ト

V
に 、
隠
岐
島の
中で
五
個
村の
ア
クセ
ン
ト

が
最
も
古い
こ
と
をの

で
広
戸
惇
氏〈
中
園
地
方の
ア
クセ
ン
トの

分
布
||

広
島
県
北
半
を
中

心と
し
て
||V

は 、
「
岡
山
県に
お
け
る
ア
クセ
ン
ト

の
分
布」
(
島
線
大
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昭和三十四年における国語学界の展望一方言学ー

学
論
叢氾
の
2)
に
続
く

調
査の
報
告で 、
地
域ご
と
に
ち
がい
の
あ
る
巣

語の
ア
ク
セ
ン
ト

分
布
を
示
し
て
お
ら
れ
る 。
藤
木
敦氏の
〈
出
雲
方
言に

お
け
る
〔ι
音に
つ
い
て
V
は 、
出
雲
方
言に
み
ら
れ
る
〔円〕
の
脱
落 、

門司〕
G
〔同市〕
化
現
象
を
と
り
あ
げ
て
説
明し
てい
る 。
が 、
説
明の
方
法

に
は一
考の
余
地
が
ない
で
もない 。
岡
田
統
夫
氏の
八
備
後
地
方の
敬
語

法V
は 、
敬
語
を
尊
敬 、
謙
譲 、
丁
寧に
分
け 、
語
形ご
と
に
行
な
わ
れ
て

い
る
土
地
を
並べ
て
い
る 。
杉
山
正
吾
氏の
八
今
治
市
域
方
言の
様
相V

は 、
ア
クセ
ン
ト・

文
法・
語
葉に
わ
たっ
て
概
観
し
てい
る
が 、
も
う一

歩の
突っ
こ
み
が
欲
しい
といっ
た
感じ
が
す
る 。
榊
島
武
彦
氏 、
愛
宕八

郎
康
降 、
神
戸
宏
秦氏の
〈
松
山
市
郊
外
古
川
部
落の
生
活
語に
お
け
る
断

定
法
||

断
定の
助
動
詞につ
い
て
||V

は 、
苦
労の
跡の
み
ら
れ
る
労

作 。
し
か
し 、
はっ
き
り
し
た
そ
れ
な
り
の
結
論
(ま
と
め)
が
ない
の
は

お
しい 。
浜
田
数
義氏
〈
幡
多
地
区
中
部
以
北の
方
言
現
象V
は 、
幡
多
地

区
方
言
全
般
を
扱っ
た
短い
論
考 。
土
井
重
俊
氏 、
〈
足
摺
岬
近
辺の
発
音

に
つ
い
て
V
は 、
さ
す
が
に
手
馴れ
た
音
韻
現
象の
記
述とい
う
と
こ
ろ 。

そ
し
て
最
後に
〈「
隠
岐
||

足
摺
岬」の
線で
見た
中
国
四
国
方
言V
と
題

し
て 、
藤
原
与一
氏が
解
説
的な
内
容の一
文
を
もの
し
て 、
人王
篇
を
し
め

く
くっ
てい
る 。
と
こ
ろ
で 、
こ
の
八
年
報V
につ
い
て
は 、
柴
田
武
氏
(

国
語
学
幻)
の
詳
細
な
批
評が
あ
るの
で 、
以
下
は 、
そ
れ
に
ゆ
ず
る 。

町日
は 、
紀
勢
木
線
全
通
記
念
特
集
号と
し
て
出
さ
れ
た
もの
で 、
①
金
田

一
春
彦
氏の
「
南
牟
婁ア
ク
セ
ン
ト

の一
例」
②
川
上
省
吾
氏
「
尾
鷲の
方

言」
①
鎌
田
良二
氏
「
方
言
語
葉
調
査の一
試
案」 、
④
久
保
文
良 、
倉
田

正
邦
両
氏の
「
南
北
牟
婁
両
郡
樹
名
方
言」
の
諸
論
考で
飾
ら
れ
た 。

①の
金
田一
氏の
論
文は 、
後
述の
「
熊
野
灘
沿
岸
諸
方
言の
ア
ク
セ
ン

ト
||北

牟
婁
郡の
部
ll」

(
名
古
屋
大
学
文
学
部
十
周
年
記
念
論
集)

の
後
半を
な
す
もの
で 、
南
牟
婁ア
ク
セ
ン
トの一

例と
し
て
「
阿田
和

町」
の
ア
ク
セ
ン
ト

を
と
り
あ
げ 、
結
論と
し
て
グこ

の
ア
クセ
ン
ト

は
甲

種ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
変
化し
て
出
来た
もの
で 、
今
な
お
変
化の
途
上に
あ

るこ
と 。
こ
の
変
化は
乙
種ア
クセ
ン
ト

に
むか
う

変
化で
あ
るグ
と
さ
れ

た 。
こ
の
新
事
実の
発
見は 、
直
接氏の
提
唱
さ
れ
る
H

乙
種ア
クセ
ン
ト

は 、
甲
種ア
ク
セ
ン
ト

が
変
化
し
て
出
来た
ものグ
と
す
るお
説に 、
よ
り

強い
証
拠
付
け
を
し
た
点で
注
怒
さ
れ
る 。
②は 、
尾
鷲
方
言の
中 、
特に

目
立つ
もの
を 、
八
音
韻V
八
文
法V
八五回
実Vに
わ
たっ
て
思い
付
く
ま

まに
記
し
てい
る 。
③は
方
言
語
葉を
調
査
し 、
手
際よ
く
受
理
す
る
方、法

を
述べ
た
もの 。
④は
南北
両
牟
婁
郡に
行
な
わ
れ
る
樹の
名
を
方
言と
共

通
語と
対比
し
て
整
理
し
た
もの
で
あ
る 。

(
V)
は 、
山
梨
方
言
研
究
会が 、
か
ね
て
か
らの
念
願か
なっ
て
(
編

集
後
記
に
よ
る)
出
し
た
方
言
論
文
集 。
収め
た
論
文は 、
志
田
延
義氏
「

歌
謡
圏に
お
け
る
甲
斐の
国
方
言」 、
清
水
茂
夫氏
「
山
梨
県に
お
け
る
児

童
話」 、
上
条
墜
氏
「『づ
ら
考』
ーその

成
立の
由
来と
分
布」
塚田
正
勤

氏
「
甲
州
動
植
物
方
言明段
筆」 、
稲垣
正
幸氏
「
南
都
留
郡
忍
野
村
地
方つ

こ
と
ば」
の
六
第 。
い
ず
れ
も 、
地
味な
が
ら
確
実な
歩み
の
跡
を
忍
ば
せ

る
好
論
揃い
で
あ
る 。

(
WH)
が
琉
球
大
学の
仲
宗
根
教
授
等の
お
骨
折り
で
創
刊
さ
れ
たこ
と
は

よ
ろ
こ
ば
しい 。
収め
た
論
考は
中
本
正
智氏の
「
奥
武
方
言の
動
詞の
活

用」
で
あ
る
が 、
先に
服
部四
郎
博
士の
指
導を
直接
受け
ら
れ
た
だ
け
あ

っ
て 、
服
部
言
語
学の
息の
か
かっ
た 、
がっ
ち
り
と
し
た
記述
的
研
究で

あ
る 。
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こ
の
外 、
九
学
会の
奄
美
大
島
調
査の
結
果の
報
告
と
し
て 、
徳
川
宗

賢 、
上
村
幸
雄 、
服
部
四
郎三
氏の
「
奄
美
諸
島
方
言の
言
語
年
代
学
的
調

査」
と
「
奄
美
諸島の
諸
方一一言一口」
(
九
学
会
奄
美
大
島
共
同
調
査 、
報
告
書 、

「奄
美」)
が
あっ
た
が 、
共に
大
部
な
学
術
的
成
果で
あっ
て 、
今
後の

研
究に
益
す
る
と
こ
ろ
大で
あ
ろ
う 。
ま
た 、
関
西で
は 、
太
田
栄
太
郎氏

の
『
郷
語
誌
稿』
続
篇
が
近
畿
方
言
研
究
会か
ら
出
版
さ
れ
た 。
著
者
年
来

の
地
方
言
語
集の
整
理
と
解
説で 、
地
味で
は
あ
る
が
意
義
深い
仕
事で
あ

っ
た 。金

沢
治
氏の
「
阿
波
方
言の
研
究 、
音
韻」
も
七
十余ぺ
iジ

に
わ
た
る

阿
波
方
言の
研
究で 、
その
意
欲に
は
敬
服
す
る 。
た
だ 、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ 、
古
代ア
クセ
ン
トの

記
述
な
ど
に
思
わ
ぬ
誤り
が
自に
付か
ない
わ
け

で
は
ない 。

ま
た 、
資
料集と
し
て 、
北
岡四
良
氏の
『三
重
方
言
資
料
集 、
南
勢
篤

上』
が
出
た
が 、
その
御
苦
労
も
さこ
そ
と
察せ
ら
れ
る 。
た
だ 、
こ
の
種

の
成
果に
つ
い
て
はい
か
に
上
手に
利
用
すべ
きか
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

も
あ
る
だ
ろ
うと

思
うが
ど
うか 。

上
野
勇
氏の
『こ
と
ば
の
ス
ケッ
チ
ーーー

利
根の
こ
と
ば
ll』

(郷
土

新
書 、
高
城
書
庖)
は 、
利
根の
四
季
と
り
ど
り
の
こ
と
ば
の
ス
ケ
ッ
チ

で 、
軽い
読
み
もの 。
平
凡
社の
『日
本
民
俗
学
大
系叩』
の
方
言の
項

に 、
藤
原
与一
氏の
「
方
言の
語
業」
柴田
武
氏の
「
方
言の
音
韻」 、
金

田一
春
彦氏の
「
方
言の
文
法」
そ
れ
ぞ
れの
執
筆が
あっ
た
が 、
い
ず
れ

も
得
意の
テ
17

で
ゅ
う

ゅ
うと

築
を
進め
て
お
ら
れ
る 。

こ
の
外 、
本
年
度あ
ら
た
に
書か
れ
た
もの
で
は
ない
が 、
服
部四
郎
博

士の
著
書
『日
本
語の
系
統』(岩
波
書
庖)
に
収め
ら
れ
た
「
琉
球の
言

語
と
民
族の
起
源」
「
琉
球
語お
よ
び
琉
歌につ
い
て」
「
奄
美
群
島の
諸
方

言に
つ
い
て」
「
琉
球
語
管
見」
な
どの
諸
論
文は 、
い
ず
れ
も
綿
密な
研

究
方
法の
検
討の
上に
たっ
た
記
述
的
体
系
的
研
究で 、
ア
カ
デ
ミッ
ク
な

格
調
高い
方
言
研
究の
成
果で
あ
る 。
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こ
こ
で
は 、
「
雑
誌」 、
「
大
学
研
究紀
要」
な
ど
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を

中
心と
し
て
み
てい
くこ
と
に
し
よ
う 。
そ
れにつ
け
て
も 、
近
年 、
国
語

学
関
係の
雑
誌や
大
学紀
要が
ふ
えて 、
その
全
部に
目
を
通すこ
と
自
体

が 、
む
ず
か
し
く
なっ
て
し
まっ
た 。
こ
ん
な
わ
け
で 、
本
稿の
執筆に
あ

たっ
て
も 、
少な
か
ら
ず 、
文
字
通り
貴
重な
労
作の
見
落し
が
あ
るの
で

は
ない
か
と
懸
念
する 。
もし 、
その
と
きはお
許し
を
願い
たい 。

(
方
言
全
般)
ま
ず 、
異
色あ
る
研
究と
し
て 、
柴
田
武
氏の
「
方
言
境

界の
意
識」
(「言
語
研
究」
お)
が
あ
る 。
八
方
言
意
識V
な
る
術
語は 、

わ
が
国で
は 、
か
な
り

前か
ら
東
条
操氏
な
ど
に
よっ
て
使わ
れ
て
き
た

が 、
こ
れ
を
実
際
の
土
地の
人
を
対
象と
し
て
調
査し
た
の
は 、
日
本
は
も

と
よ
り 、
ヨ
ーロ
ッ

パ
で
も
初め
て
だ
とい
う 。

一
九
五
七
年
秋 、
親
不
知

を
は
さ
む
糸
魚
川
市
青
海
町の一
六
四
部
落につ
い
て
調べ
た
結
果の
報
告

で
あ
る
が 、
著
者は
結
論と
し
て
グ八

方
言
意
識V
は 、
言
語
(
方
言)
の

区
画と
は一
致せ
ず 、
八
共同
生
活V
と一
致
するこ
とw
vこ

の
種の
調

査は
「
方
言
区
画」
に
は
役
立
た
ない
が
方
言分
布の
説
明に
は
重
要な
武

器だH
と
い
わ
れ
る 。
傾
聴すべ
きこ
と
ば
で
あ
る 。
しか
し 、
著
者
もい

わ
れ
る
よ
うに 、
こ
れ
は
ひ
とつ
の
試み
で
あっ
て 、
更に
他の
土
地で
こ



の
穣
の
研
究
が
試
み
ら
れ 、
氏
の
結
論
が
強
く

位
置
づ
け
ら
れ ー
る
こ
と
が
望

ま
れ
る 。

前
記
の
論
文
に
関
連
し
て 、
同
じ
「一
言
語
研
究
お」
に 、
東
条
操
氏
の
「

私
の
使
っ
た
『
方
言
意
識』
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て」
が
載
っ
た 。
有
益

な
論
文
で
あ
る 。
先
の
武
田
氏
の
論
考
と
共
に
改
め
て
読
み
か
え
し
て
み
た

昭和三十四年における国語学界の展望一方言学ー

最
近 、
国
研
の
研
究
に
よ
っ
て 、
北
海
道
方
言
は 、
一
躍
斯
界
の
脚
光
を

あ
び
た
が 、
こ
の
地
方
の
方
言
を
扱
っ
た
論
文
も
二
・

三
篇
ほ
ど
あ
っ
た 。

柴
田
武
氏
の
「
北
海
道
に
生
れ
た
共
通
語」
(「
言
語
生
活
3」)
が
そ
の

ひ
と
つ 。
北
海
道
の一
・

二
・

三
世
の
こ
と
ば
が
ど
う
〈
共
通
語
化
V
し
て

い
る
か
を 、
①一
・

二
・

三
世
の
ど
の
段
階
で一
番
八
共
通
語
化
V
が
進
む

か 。
②
音
韻・
ア
ク
セ
ン
ト・

文
法・
語
実
の
ど
の
面
か
ら
〈
共
通
語
化
V

が
進
む
か 。
③
八
共
通
語
化
V
し
つ
つ
あ
る
も
の
は 、
東
京
語
と
ど
う
ち
が

う
か 。
④
八
共
通
語
化
V
要
因
に
つ
い
て
内
地
と
の
比
較
な
ど
の
観
点
か
ら

調
査
し
た
も
の
で 、
結
論
と
し
て 、
①
単
語
は
二
世
で
変
る
が 、
文
法・
ア

ク
セ
ン
ト

は
三
世
に
な
っ
て
変
る 。
②
北
海
道
共
通
語
は 、
大
体
東
京垣間
に

近
い
が
ち
が
う

点
も
あ
る 。
そ
れ
は
東
北
方
言
と一
致
す
る 。
③
〈
共
通
語

化
V
の
要
因
と
し
て 、
内
地
と
は
言
語
環
境
が
ち
が
う 。
な
ど
の
諸
点
を
あ

げ 、
最
後
に
グ

共
同
生
活
の
経
験
こ
そ
共
通
語
を
生
む
い
い
機
会
だM
と
結

ん
で
い
る 。

こ
の
柴
田
氏
の
研
究
の
中
〈
語
集
V
の
面
だ
け
を
突
込
ん
だ
論
文
に 、
城

野
光一
氏
の
「
北
海
道
第一
世・
二
世・
三
世
の
こ
と
ば」
(
言
語
生
活
5)

が
あ
る 。
北
海
道
の一
農
家
を
対
象
と
し
て 、
〈
語
数
V
の
中
の
ど
ん
な
語

が
早
く

共
通
語
化
し 、
ど
れ
が
最
後
ま
で
残
る
か
を
調
査
し
た
結
果
の
報

血目。ま
た 、
野
元
菊
雄
氏
の
「
北
海
道
方云
己
(
国
語
研
究
目 、

は 、
北
海
道
方
言
の
概
略
を
述
べ
た
も
の 。

北
海
道
か
ら
内
地
に
渡
る
と 、
ま
ず 、
東
北
方
言
全
般
の
汚
察
と
し
て 、

北
部
に 、
日
野
資
純
氏
「
北
奥
方一
言

ーー
そ
の
特
長
の
素
描

ll」
(
国
語

研
究
お)
が
あ
り 、

南
部
に
飯
豊
毅一
氏
の
「
南
奥
方舌

711
特
長
の
あ
ら

ま
し

||」
(
国
語
研
究
犯)
が
あ
っ
て 、
数
少
い
東
北
方
言
研
究
の
中
で

異
彩
を
放っ
て
い
る 。
前
者
は 、
音
韻・
ア
ク
セ
ン
ト・

語
集・
文
法
に
わ

た
っ
て
特
長
を
の
ベ 、
関
西
方
言
と
の
似
寄
り 、

東
京
方
言
の
影
響
に
言
及

し
た
も
の 。
後
者
は 、
宮
城 、
福
島 、
山
形
の一
部
と
岩
手
に
わ
た
っ
て 、

そ
の
方
言
の
特
長
を
探っ
た
も
の
で
あ
る 。

島
に
飛
ん
で 、
北
条
忠
雄
氏
の
「
八
丈
島
方
言
の
国
語
学
的
研
究」
(
秋

田
大
学
学
芸
学
部
研
究
室
紀
要
9)
は 、
八
丈
島
方
言
に
お
け
る
上
代
日
本

語
の
遺
存
と
い
う

立
場
か
ら 、
上
代
の
東
国
方
言
と
の
関
係
を
論
じ
ら
れ
た

も
の
で 、
動
詞 、
形
容
詞
の
連
体
形
の
特
殊
な
文
法
現
象
を
問
題
に
し
て
い

る
が 、
方
言
の
資
料
を
文
献
か
ら
採
ら
れ
た
の
は 、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ

う
か 。
結
論
と
し
て 、
八
丈
島
方
言
は 、
上
代
語
の
遺
存 、
中・
近
世
の
遺

存 、
そ
し
て
独
自
性
の
三
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
る 。
方

言
全
般
を
扱
っ
た
も
の
に 、
藤
原
与一
博
士
の
「
こ
と
ば
の
な
が
れ
と
ひ
ろ

ま
り

||
方
言
周
布
論

||」
(
文
学
語
学
但)
が
あ
る 。
こ
と
ば
(
主
と

し
て
語
葉)
が 、
ど
の
よ
う
な
流
れ
を
た
ど
っ
て
広
ま
っ
て
い
く
か
を 、
豊

富
な
語
例
を
あ
げ
て
説
明
し
た 。
た
だ
提
示
さ
れ
た
分
布
図
が
写
真
版
の
都

合
で
明
瞭
を
欠
く
の
は
残
念
で
あ
っ
た 。

こ
の
外 、
出
川
光
治
氏
「
方
言
の
生
活
性」
(
続
稿)

東
北
大
学)
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小
川
武
氏
「
入
丈
島
方
言の
類
型と
系
統」
(
新
地
理
7
の
2) 、
三
浦
寿
夫

氏
「
山
形
方
言
明制
賓の
結
果
報
告」
(
日
本
文
芸
研
究
孔
の
2)
な
ど
が
あ

る 。(
音
韻)
卒
直に
い
っ
て 、
八
音
韻V
は 、
他。
〈
文
法V
〈
語
索V
な

どに
較べ
て 、
援わ
な
かっ
た
といっ
てい
い
だ
ろ
う 。

ま
ず
南の
方
か
ら 、
南
不二
男
氏
「
長
崎
県口
之
津
方
言の
音韻
体
系」

(
国
語
学お)
が
あ
る 。
口
之
津
方
言
背韻の
分
析と
記
述で 、
その
方
法

は
服
部四
郎
博
士の
影
響が
強い 。
(
直
接
で
は
ない
だ
ろ
うけ

れ
ど
も)

論
述の
進め
方は
詳
納
丁
寧で 、
文
章
も
歯
切
れ
よ
く 、
重
厚
な
力
作とい

え
る 。
た
だ
で
き
得
れ
ば 、
も
う

少
し
表
記
法な
ど
読
み
や
す
くは 、
で
き

な
かっ
た
もの
か
と
も
思
う 。

木
州で
は 、
北
陸
道
方
言
を
扱っ
た 、
愛
宕八
郎
康
隆
氏の
二つ
の
論
考

「
北
陸
道
方
言の
中
舌
母
音」(
文
学・
語
学日)
「
北
陸
方
言に
お
け
る
イ

音
便に
つ
い
て」(
国
文
学
致辺)
が
為
る 、
前
者は 、
北
陸
道
方
言に
見

ら
れ
る
中
舌
母
音の
探
究 、
後
者の
〈
イ
音
便V
とい
うの
は 、
普
通
「ホ

l
ヤノ」
(
そ
う
で
す
ね)
とい
うと
こ
ろ
を
「
ホ
l

ヤ
イ」
と
「ヤイ」

とい
うい
い
方で 、
こ
れ
が
北
陸
道
方
言で
ど
う
あ
ら
わ
れ
る
か 。
ま
た
そ

の
表
現
効
果な
ど
を
採っ
た
もの 。
こ
の
外 、
ガ
行
鼻
濁
音
を
再
検
討し
た

楳
垣
実
氏の
「
ガ
行
鼻
濁
音に
つ
い
て
の
疑
問」
(
言
語
生
活
5)
が
あっ

た 。
皇
太
子
妃
美
智
子
さん
の
ガ
行
音に
ふ
れ
た
池田
弥
三
郎
氏の
論
をと

り
あ
げ 、
こ
の
音
〔
9〕
は 、
歴
史
的 、
地
理
的に
だ
ん
だ
ん
少
く
な
る
傾

向の
ゐ
る
点を
指
摘し
て 、
東
京
人が
こ
の
〔
D〕
に
執
着す
るの
は 、
迷

信とい
う

か 、
郷
愁とい
うか 、
そ
ん
な
もの
で
は
ない
か 。
さ
らに
音の

「
舌
だ
み
た」
発
音の
最
後の
名
残
りに
す
ぎない
と
きめ
付け
てい
る 。

栃
木
県で
は 、
多々
良
鎮
男
氏の
「
栃
木
県
方
言の
音
韻」
(
宇
都
宮
大

学
研
究
論
集9)
が
あ
り 、
当
方の
音韻
を 、
母
音・
子
音に
わ
け
で 、
方

言の
特
殊な
例だ
け
を
共
通
語と
対
比
し
な
が
ら
採
集
し
た
論
文
で
あ
る 。

た
だ
こ
の
種の
記
述の
方
法で
や
る
と 、
共
通
語と
ち
が
う

音韻だ
けは
わ

か
る
が 、
他の
音
頭と
の
関
係は 、
はっ
き
り
し
ない
の
で 、
か
えっ
て
全

体
系の
中の
特
徴が
ぼ
やけ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る 。
再
考
を
要す
る
点で

あ
る
と
思
う 。

なお 、
未
見
で
は
ある
が 、
春日
正
三
氏の
「
奄
美
大
島
方
言の
研
究
1

1
南
部
方
言の
母
音に
つ
い
て
||」

(
立
正
大
学
国
語
国
文5)
など
が

あ
る 。

(ア
ク
セ
ン
ト)
こ
の
分
野で
は 、
相
変ら
ずベ
テ
ラ
ン 、
中
堅の
活
躍

が
目
立っ
た
が 、
その
代
り

新
人の
進
出
活
躍は
み
ら
れ
な
かっ
た 。

ま
ず 、
取り
あ
げ
るべ
き
もの
に 、
W-
グロ
1

タ
l

ス
氏の
「
千
葉
県

ア
ク
セ
ン
ト

の
言
語
地
理
学
的
研
究」
(
国
語
学幻)
が
あ
る 。
従
来 、
金
田

一
春
彦
氏に
よっ
て 、
〈
一厨一
総ア
クセ
ン
ト

V
の
名
さ
え
与
え
ら
れ
て
きた

千
葉
県
下の
ア
ク
セ
ン
トの

中 、
東
京ア
クセ
ン
ト
と
異な
る
型に
発
音さ

れ
る
「ム
ラ
(
村)」
「ア
メ
(
雨)」
「カ
ゲ
(
影)」
「ト
オル
(
通る
こ

な
ど
四
十六
活の
分
布
を
地
図に
描レ
て 、
その
歴
史
的
推
移の
あと
を
解

釈し
よ
うと
し
た
言
語
地
理
学
的
方
法に
よ
る 、
ア
クセ
ン
ト

研
究の
試み

で
あ
る 。
結
論と
し
て 、
グロ
l

タ
ス
氏は 、
四
十六
語の
分
布
を
解
釈し

て 、
r」

れは 、
現
在
千
葉
県
下に
行な
わ
れ
てい
る
ア
ク
セ
ン
トよ
り

古

い
庖で
ゐ
るp
と
し 、
グ

士口
く
千
葉
県
全
体に
行な
わ
れ
て
い
た
古
い
層

が 、
新
しい
東
京
式ア
クセ
ン
トの

進
出に
よっ
て 、
だ
ん
だ
ん
海
岸よ
り
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昭和三十四年における国語学界の展望一方言学一

に
追い
つ
め
ら
れ
た
ものグ
と
し
た 。
こ
れ
は
従
来 、
金
田一
春
彦
氏に

(
「
関
東
地
方
に
於
け
る
ア
ク
セ
ン
ト

分
布
」

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
、

中

央
公
論
社)
に
よっ
て
提
出
さ
れ
てい
た
ヱ房
総ア
ク
セ
ン
トは 、

東
京ア

ク
セ
ン
ト

か
ら
変
化
し
た一
変
種で
あ
るH
と
の
説と 、
真
向か
ら
対
立
す

る
反
対
説 。
こ
の
研
究の
方
法や
結
論は 、
い
ろ
ん
な
意
味で
興
味が
持た

れ
る
の
で
あ
る
が 、
し
か
し 、
その
ま
えに
ーーその

前
提と
し
て
||語

集 、
語
法に
比
し
て 、
極め
て
体
系
的で
あ
り 、

体
系
的
変
化
を
す
る
ア
ク

セ
ン
トの

研
究が 、
言
語
地
理
学の
方
法に
よっ
て 、
は
た
し
て
可
能で
あ

る
か
ど
う

か 。
ま
た
その
是
否は
改め
て
再
検
討さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない

問
題で
あ
る
と
思
う 。
こ
れに
対し
て 、
早
速 、
年が
改っ
て
金
田一
春
彦

氏の
詳
細
な
反
論
が
発
表さ
れ
た 。
今
後と
もこ
の
種の
方
法に
つ
い
て
の

論
議は 、
問
題と
し
て
尾
を
引
くで
あ
ろ
う 。

金
田一
春
彦氏に
「
熊
野
灘
沿
岸
諸
方
言の
ア
ク
セ
ン
ト
||北

牟
婁
郡

の
部
1||」

(
名
古
屋
大
学
文
学
部
十
周
年
記
念
論
文
集)
が
あ
る 。
こ
れ

は
先の
「
三
重
方
言9」
の
所
載の
論
考の
前
篇を
な
す
もの
で 、
合せ
て

三
重
県の
熊
野
灘
沿
岸
方
言ア
ク
セ
ン
トの

総
合
的な
研
究
を
な
す 。
北
牟

婁
郡の
中 、
志
摩 、
南
度
会 、
長
島 、
尾
鷲
各
地の
ア
ク
セ
ン
ト

を
記
述

し 、
その
成
立
と
系
統
を
論
証
さ
れ
た 。
す
な
わ
ち 、
こ
の
地
区の
ア
ク
セ

ン
トは

甲
種ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
乙
種ア
ク
セ
ン
トへ

移
る
過
渡
期の
姿
を
留

め
て
い
る
と
結
論づ
け
ら
れ
た
が 、
こ
れは
氏が 、
かつ
て
提
出
さ
れ
た

グ

乙
種ア
ク
セ
ン
トは

甲
程ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
変
化し
て
で
きて
きたp
と
い

う
説
を
確
証づ
け
る
に
十
分で
あ
る
と
思
う 。

平
山
輝
男
氏に
「
珠
洲
方
言
音
調の
体
系に
つ
い
て」
(
人
文
学
報凹)

と
「
仙
台
方
言の
ア
ク
セ
ン
ト

体
系と'そ
の
性
格」
(
音
声
学
会々
報
50

号)
の
二
論
文が
あ
る 。
前
者は 、
能
登
半
島の
最
北
部に
位
置す
る
珠
洲

市
野
野
江
町
方一宮口
を
中
心と
し
た
ア
ク
セ
ン
ト

が 、
氏
独
特の
〈
反
省
的

型
V
〈
音
韻
論
的
記
述
V
〈
さが
り
め
V
な
どの
方
法で 、
手
際よ
くま
と

め
ら
れ
てい
る 。
結
論と
し
て 、
こ
の
方
言は 、

グ
第一
一種(
甲
種) 、
第

二
種
(乙
種)
の
接
触
地
帯と
して
の
特
徴
を
有しグ

グ
第一
音
節の
直
前

に
八
さが
り
め
V
を
持ちグ
か
つ
ゴ一
音
節
名
詞の
四・
五
類
を
区
別
し

てい
るH
点
を
あ
げ 、
系
譜
上 、
第一
種ア
クセ
ン
トに

属
する
と
結ん
で

い
る 。
後
者は 、
仙
北
方
言(
宮
城
県
下の
仙
台
を
中
心
と
し
た
北
部
方
言)

の
唆昧ア
クセ
ン
ト

を
調
査し
た
資
料に
基づ
き 、
その
殴昧
化が
青少
年

層に
広
ま
りつ
つ
あ
るこ
と
を
確認
さ
れ
た 。
さ
らに
こ
れ
を
奥
羽
主
流の

ア
ク
セ
ン
ト

と
比
較
す
るこ
と
に
よっ
て 、
こ
の
ア
クセ
ン
ト

が 、
奥
羽
主

流か
ら
生
れ
た一
変
種で
あ
るこ
と 、
仙
台
市
方
言に
近づ
け
ば
近づ
く
程

唆昧
化
し
てい
る
と
報
告
し 、
氏の 、
多
型
↓

唆昧
↓一

型の一
連の
変化

過
程に
つ
い
て
理
論
的
裏
付け
を
し
てい
る 。

楳
垣
実氏の
「ア
クセ
ン
ト

変
化
過
程の
実
態(
理
論
篇)」
(
帝
塚
山
短

大
研
究
年
報7)
は 、
先
年
度
表発
さ
れ
た
八
実
際篇
V
に
基づ
い
て 、
ア

ク
セ
ン
ト

変
化の
理
論づ
け
を
し
た
力
作 。
従
来
諸
家に
よっ
て
扱わ
れて

きた 、
ア
クセ
ン
トの

体
系
的
変
化に
対し
て 、
他の一
面 、
す
な
わ
ち
個

別
的
変
化
を 、
ナ
イ
ー

ブ
な
筆で
理
論づ
け
た
もの 。
今
後の
ア
クセ
ン
ト

研
究に
益
する
と
こ
ろ
大で
あ
る
と
信じ
る 。

上
村
孝二
氏の
「
奄
美
方
言の
ア
クセ
ン
ト」(鹿

児
島
大
学文
科
報
告)

は 、
鹿
児
島
県
下の
沖
永
良
部
島 、
徳
之
島
方
言の
ア
クセ
ン
ト

を
品
詞
別

に
記
述
し
た
論 。
語
音
その
もの
を
聞
き
わ
け
るの
で
さ
え
む
ず
か
しい
こ

の
方
言
を 、
こ
れ
まで
に
ま
と
め
たの
は
さ
すが
で
あ
る 。
なか
で
も 、
沖
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永
良
部
島
和
泊
町
西
原
方
言で 、
O
O
V
型
(
花が 、
犬が)
を
@
O
型

に 、
O
O
O
V
型
(
油は 、
随が)
を
@
@
OV
型
(
@は
中
間
的な
高
さ

を
示
す)
と
な
る
傾
向が
あ
る
の
は 、
ア
クセ
ン
ト

史に
見ら
れ
る
平
平
〔

上〕
↓

上
平
〔
平〕 、
平
平
平
〔
上〕
↓

上
上
平
〔
平〕
の
変
化と
合せ
考
え

て 、
私な
ど
に
は
興
味
深い
もの
が
あ
る 。

一
般に
よ
くい
わ
れ
る
H

東
京と
関
西
は
ア
クセ
ン
トは

反
対だグ
ゃ
れ

グ
自
分の
ア
ク
セ
ン
トは

棒
読み
だグ
と
い
う

関
西ア
ク
セ
ン
トに

つ
い
て

の
印
象
を 、
客
観
的に
分
析
し 、
東
京
諾
と
対
比
し
た
の
が 、
和
田
笑
氏の

「
関
西ア
ク
セ
ン
トの

印
象」
(
音
声
学
会
会
報叩)
で
あ
る 。
結
局の
と

こ
ろ 、
関
西
ア
クセ
ン
トに

あ
る
低
起
式 、
高
起
式が 、
ノコ
ギ
リソ
l 、

サ
ク
ラ
ガ
の
ご
と
く 、
グ

関
西ア
ク
セ
ン
ト

は 、
上っ
た
り

下っ
た
り
す

るグ
とい
う

印
象
を
与
え
る
客
観
的
要
因だ
とい
う 。
こ
れは
仙
台や
水
戸

な
ど
平
板一
型
地
帯の
人が 、
東
京ア
ク
セ
ン
ト

は
グ

頭
高
型が
多いグ
と

い
う

印
象
を
受
け
る
の
と 、
一
一脈
相
通
じ
る
もの
が
あ
る
だ
ろ
うか 。

川
上
黍
氏の
「
標
準ア
ク
セ
ン
ト

習
得の
急
所」
(音
声
学
会々
報
50)

は 、
標
準ア
ク
セ
ン
ト

(
東
京ア
クセ
ン
ト)

を
党
え
るコ
ツ
を
要
領よ
く

ま
と
め
た
もの 。
①
長い
こ
と
ば
か
ら
短い
こ
と
ばへ 、
②こ
と
ば
の
しっ

ぽ
か
ら
頭へ
な
ど 、
丁
寧な
標
準ア
ク
セ
ン
トの

ガ
イ
ド・

ブッ
ク
といっ

た
と
こ
ろ
で
あ
る 。

山口
幸
洋
氏の
「
静
岡
県舞
阪
方
言の
文に
お
け
る
語の
ア
ク
セ
ン
ト」

(
音
声
学
会
会
報
50)
は 、
当
地の
方
言で 、
語が
文
中に
入っ
た
と
き 、

ど
ん
な
姿で
ア
ク
セ
ン
ト

が
現わ
れ
る
か 、
その
音
声
現
象
を
と
ら
えて 、

そ
れ
を
舞
阪
方
言の
特
徴氾
と
す
る 。
窓
図
と
し
て
は
お
もし
ろい
が 、
そ

の
現
象
その
もの
を 、
体
系に
導入
し
て 、
その
特
徴と
解
釈
す
る
の
は
い

か
が
な
もの
か 。

こ
の
ほ
か 、
珠
洲
郡
松
波
町の
ア
クセ
ン
ト

を
品
詞
別に
調べ
た
中
橋
勉

氏の
「
松
波
町の
ア
クセ
ン
ト」

(
国
語
方
言4)
な
ど
が
あ
る 。
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(
文
法)
こ
の
分
野の
研
究は 、
他の
八
音
韻V
八
ア
ク
セ
ン
ト

V
な
ど

に
較べ
て
活
滋で
あっ
た 。
こ
こ
で
は 、
ま
ず 、
藤
原
与一
博
士の
「
国
語

諸
方
言
上の
『ダ』
『ジャ』
『ヤ』」
(
広
島
大
学
文
学
部
紀
要日)
が
あ

る 。
全
国
諸
方
言に
お
け
る
助
動
詞
「
ダ」
「ジャ」
「
ヤ」
の
分
布
と
対

立 、
さ
ら
に
用
法な
ど
全
般に
わ
た
る
記
述で
あ
る
が 、
結
論と
し
て
注
目

さ
れ
る
の
は 、
グ「タ」

「ジャ」
「
ヤ」
のいっ
さい
の
諸
分
布は 、
私ど

もに
国
語
諸
方
言の
地
盤の
多
元
的
な
性
格
を 、
十
分に
考え
さ
せ
て
くれ

る
よ
うで
あ
るH
と
結ん
でい
る
点で 、
方
言の
根
本
問
題だ
けに一
考
を

要
す
る
点か
と
思
う 。

金
田一
春
彦
氏の
「ソ
lロ
!
と
現
代
方一吉」
「
古
代の
終止
形の
名
残

り」(
国
語
学幻)
の
二
綴は 、
い
ず
れ
も八
寄せ
書
きV
と
し
て
発
表さ

れ
た
示
唆に
富
む
論
文で
あ
る 。
前
者は 、
現
在
話
しこ
と
ば
と
し
て
「
候

う」
を
使
う

伊
豆
利
島
方
言
を
ふ
り
出
しに 、
現
代
各
地の
方
言に
残る
「

候
う」
を
指
摘し
な
が
ら 、
東
京
語の
「ソ
ウ
サ」
「
行く
サ」
の
「サ」

も
「
候
う」
の
名
残り
で
は
ない
か
と
疑
問を
投げ
か
け
て
い
る 。
後
者

は 、
文
法
的に 、
現在の
動
詞の
終
止
形は 、
古
代の
連
体
形の
転
用
さ
れ

た
もの
だ
が 、
現
代で
も
古
代の
終止
形
を
伝えてい
る
とい
う

伊
豆
利ぬ

の
め
ず
ら
しい
話 。

北の
方
か
ら 、
永田
祥子
氏
「
津
軽
方
言に
お
け
る
人
称のい
ろい
ろ
l

|主と
し
て
弘
前
市を
中心と
し
て
||」
(対糊日

本
文
学2)
は 、
表
題



昭和三十四年におげる国語学界の展望一方言学一

の
通り
弘
前
市
を
中
心
と
し
た
人
称
代
名
詞の
調
査
報
告 。

山
形
県で
は 、
佐
藤
喜
代
治
氏が
「
山
形
県
置
賜
方
言の
語
法」
(
文
芸

研
究
但)
を
ま
と
め
て
お
ら
れ
る 。
最
上
川
流
域の
二
井
宿 、
大
沢 、
米

沢 、
入
国
沢 、
長
井
地
方の
語
法
調
査で
「
方
向
助
詞八
サ
V」
「
用
言と

助
動
詞」
「
敬
語、法」
を
扱っ
てい
る 。
特に 、
「
方
向
助
詞〈
サ
V」
の
研

究は 、
一
番
く
わし
く

興
味
深い 。

大
島一
郎
氏は 、「
福
島
県
槍
枝
岐
村
方
言の
性
格につ
い
て」
(人
文
学

報凹)
を
書か
れ
た 。
奥
会
津の
最
南
端に
あ
る
当
村は 、
冬は
数メ
ー
ト

ル
の
雪に
埋れ
る
寒
村で
あ
る
とい
う 。

氏は
こ
の
地に 、
三
回に
わ
た
る

臨
時
調
査
を
さ
れ
た 。
こ
の
論
考は 、
その
苦
労
に
満ち
た
報
告で
あ
る 。

中で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
動
詞の
記述で 、
変
化
形
式の
不
変
化
部に
〈
交

替
語
幹V
を
た
て
る
か 、
た
て
ない
か
で
方
言
関
係ま
で
わ
か
る
と
い
わ
れ

た
の
は 、
興
味
を
引
く 。

日
野
資
純
氏の
「
方
言
文
法
論の
実
践
||

相
模
方
言
を
例と
し
て
l」

(
駒
沢
大
学
研
究
紀
要
げ)
は 、
自
然
会
話と
著
者
自
身の
内
省と
に
基づ

い
て 、
相
模
方
言の
文
法
を
体
系
的に
記述
整
理
し
た
論
文 。
特に 、
注
目

すべ
きは 、
記
述の
単
位
を
〈
付
属
単
位V
と
〈
自
立
単
位V
と
に
分け

て 、
その
様
相
を
記
述し
た
点で
あ
る 。

ヨ
シ
ダ
ト

シ
オ
氏
「
名
古
屋
方
言
資
料(4)」(と
と
ま
名古屋大学

J

』
言語学研究会々
報、

は 、
名
古
屋
方
言の「・C招
E」
「E4田 」
中」
「
な
E J
p
g」
「4
8」
を
と
り

あ
げ 、
その
用
法
を
あ
げ
て 、
共
通
語と
比
較し
た
もの 。

関
西へ
いっ
て
は 、
鎌
田
良二
氏
「
動
作の
尊
敬
表
現
|

関
西
方
言
『テ

ヤ』
か
ら
ll|」(

解
釈
五
ノ
六)
が
あ
り 、
H{子

を
香い
とっ
テ
ヤグ
の

fアグ
が 、
為
手
尊
敬に
な
る
こ
と 、
こ
れ
は
為
手
(
相
手)
を
自
分よ
り

上に
お
き
下か
ら
な
が
め
る
と
こ
ろ
か
ら
生れ
るこ
と 。

た
表
現
を
し
てい
る
語だ
と
説く 。

西宮一
民
氏の
「
奈
良
県
方
言の
待
遇
表
現につ
い
て」
(
国
語
学お)

は 、
奈
良
県
下の
待
遇
表
現につ
い
て 、
調
査の
方
法と
大ま
か
な
分
布
を

示し 、
その
区
闘
を
試み
ら
れ
た
もの 。
た
だ 、
待
遇の
段
階
を
八
うや
ま

い
V
八し
た
し
み
V
〈
見
下げ
Vの
三つ
と
し
てい
る
が 、
実
際の
表
現
上

の
問
題と
し
て 、
こ
の
意
味
上の
重な
り

合い
は
ない
もの
だ
ろ
うか 。

北
陸
で
は
「
石
川
国
語
諸
方
言
研
究
会
会
誌」
に
掲
載さ
れ
た
中
道
朝
子

氏
「金
沢
方
言
文
法の
研
究」 、
馬
場宏
氏
「
不
郎
方
言
考」
の
二
論
文が

あ
る 。
前
者は 、
白川
詞
別に
し
た
金
沢
方
言
文
法の
記
述で
あ
る
が 、
中で

も
助
詞の
「
ガ」
と
「ハ」
を 、
一ア
パキャ
(
天
気が) 、
テン
判叶(
元

気は)
と
ア
クセ
ン
ト

で
庶
別す
る
とい
っ
た
興
味
深い
報
告
もあ
る 。
後

者は 、
松
波
町
不
動
寺
校
下
方
言の
助
詞 、
数
詞 、
敬
語 、
後
拶
語につ
い

て
の
報
告 。
こ
の
土
地は
最
近ま
で
部
落
結
婚で 、
他か
らの
輸
入
語が
少

な
く 、
い
わ
ゆ
る
N

言
語の
烏H
を
成し
て
い
た
点で
注
目
さ
れ
る 。
た

だ 、
二
篤と
も
調
査の
く
わ
し
い
テ
l

タ
ー

を
あ
げ
て
ない
の
は 、
惜し
い

こ
と
で
あ
る 。

中
園
地
方で
は 、
河
野
亮
氏の
「
格
助
詞
『を』
に
当
る
広島
辺で
の
言

い
方」
(
音
声
学
会
会
報
50)
が
あ
る 。
広
島
辺で
「
を」
が
直
上の
末

尾
音の
影
響で 、
共
時
的に
ど
う

変る
か
を
分
類
整
理
し
た
も
の 。
例え

ば 、
ァ
列立円に
続
く
「は」
「
を」
は
同じ
音に
実
現し
て
混
同し
や
すい

が 、
ア
ク
セ
ン
ト

で
判
別す
る
と
いっ
た
類の
報
告は
注
意
を
引
く 。
た
だ

欲
をい
え
ば 、
例の
あ
げ
方な
ど 、
機
械
的な
感
じ
が
し
ない
で
もない 。

正し
か
し 、
こ
れ
といっ
た
私
案が
あ
る
訳で
は
ない 。

fアグ
はこ
うし

37 



九
州へ
行
く
と 、
鹿
児
島
方
言
を
扱っ
た
松
元
淳
子
氏の
「
鹿
児
島
方
言

に
お
け
る
形
容
詞につ
い
て」
(
京
都
府
立
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
こ
が

あ
り 、
こ
の
方
言
特
有の
形
容
詞
を
あげ
て 、
形
容
詞と
話し
手の
位
相と

の
関
係に
つ
い
て 、
その
変
遷
を
考
察し
た
もの
で
あ
る 。

島へ
渡
る
と 、
神
部
宏
泰
氏の
「
隠
岐
島五
箇
方一吉の
『ゴ
ザル』
に
つ

い
て」(
国
文
学
致幻)
が
あ
り 、
「 cコ
ザ
リ」
の
存
立
状
態を
「
居る」
「

有る」
「
行
く」
「
来
る」
の
意
義
別に
例を
あ
げ
て 、
説
明し
た
もの 。
「

話
し
手」
の
年
令
的
相
を
(
老
女)
(
老
男)
(
中
女)
(
中
男)
(
青
女)
(

青
男)
の
ご
と
く
分
け
てい
る
が 、
こ
の
程の
調
査で
は 、
くわ
しい
年
令

層の
デ
ー
タ
ー

が
あ
れ
ば 、
さ
らに
論
を
効
果
的に
伝え
得たの
で
は
ない

か
と
さ
え
思
わ
れ
る 。
若い
著
者の
今
後に
期
待し
よ
う 。

こ
の
ほ
か 、
直
接
現
代
方
言の
考
察で
は
ない
が 、
金
田
弘
氏の
「
江
戸

一語と
関
東
方号己
(国
語
と
国
文
学叩)
が
公に
さ
れ
た 。
江
戸
を
前
後二

期に
分け 、
関
東
方
言と
の
の
つ
な
が
り
を
探っ
た
論
考で 、
氏の
精
進の

跡
を
示し
て
い
る 。
一
つ
の
方
言
史
的
考
察に
位
置
する
成
果で
ゆめ
る 。

(
語
嚢)
中
央で
は 、
東
京
方
言
を
扱っ
た
柴
田
武氏の
「
東
京
方
言の

位
置」
(
言
語
生
活
9)
が
あっ
た 。
東
京
方
言と
標
準
語に
関
連し
た
示

唆に
富
む
論
文 。
「カ
ボ
チャ」
と
「
ト

オナ
ス」
「オ
オ
キ
イ」
と
「
デツ

カ
イ」
な
ど
単
語ご
と
に
全
国の
分
布
図
を
描い
て
興
味
深
く
読
ま
せ

る 。
結
論と
し
て
H

東
京
方
言は
共
通
語と
は
必
ず
し
も一
致せ
ず 、
従っ

て 、
標
準
語の
決
定に
当つ
て
は 、
語ご
と
の
処
理が
必
要で
あ
るH
と
い

わ
れ
る
点は
注
目
さ
れ
る 。

本
年の
語
業
研
究の
中で
画
期
的
な
体
系
的
記
述の
試み
は 、
官
烏
達
夫

氏の
「
方
言の
語
震の
体
系
||

茨
城
方
言の
形
容
詞
を
例に
し
て
||」

国
語
学お)
で
あ
る 。
グ

方
言
学の
欠
点の一
つ
は 、
標
準
語
(
氏は
共
通

語と
は
別に
実
在す
る
標
準
語が
現
存
す
る
と
主
張
す
る
が 、
理
論
的
根
拠

は
示
さ
れ
てい
ない 。)
と
方
言とい
う

現
在の
対
立
か
ら
出
発し
な
かっ

た
こ
とH
で
あ
る
と
し 、
茨
城
県
水
海
道
方
言の
形
容
詞と
標
準
語と
を
対

比
し
な
が
ら
記
述し
た
もの 。
方
言
語
集の
研
究の一
つ
の
方
向
を
示
す
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
る 。
た
だ
気に
な
るの
は 、
こ
こ
で
氏が
標
準
語と
し

て
あ
げ
た
語で 、
一
体 、
何に
基づ
い
て 、
こ
れ
を
標
準
語と
認め
た
か
不

明
な
もの
が
あ
る
点で
あ
る 。
例え
ば 、
氏は
「ひやっ
こ
い」(
冷い)
を

標
準
語と
し
て
あ
げ
てい
る
が 。
代
表
的な
国
語
辞
典に
は 、
こ
の
「ひ宇

っ
こい」
は
み
ら
れ
ない 。
こ
うし
た
細い
点で
は
問
題は
あ
る
と
思
う

が 、
い
ず
れに
し
て
も
今
後の
発
展が
期
待で
きよ
う 。
こ
の
外 、
語
骨量一

般
を
扱っ
た
もの
に 、
都
竹
通
年
雄
氏の
「
方
言の
造
語」
(
言
語
生
活
叩)

が
あ
る 。
方
言が
どの
よ
うに
し
て 、
民
衆に
よっ
て
造
ら
れ
て
き 、
ま
た

つ
んごめ
る
か 。
語
構
成ご
と
に
分
類し 、
各
地の
「
綴
方
風土
記」
「山
び

こ
学
校」
な
どの
地
方の
作
文
集
か
ら
興
味あ
る
例を
引い
て 、
筆
を
進
め

て
お
ら
れ
る 。
方
言の
分
布に
対し
て 、
どの
よ
うに

生れ
る
か
の
問
題

は 、
語
源
論と
もつ
な
が
る
興
味
あ
る
テ17
で
あ
る 。

一
五聞
を
対
象と
し
た
もの
に 、
徳
川
宗
賢
氏の
「ヒ
キ
ガエ
ル
方
言の
歴

史
(
上)」
(
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌)
が
あ
り 、

先出
「こ
と
ばの

研
究」
(
国
立
国
語
研
究
所
論
集
I)
所
載の
論
考と
共に 、
新
潟
県
糸
魚
川

市
地
方に
お
け
る平一缶
詰
地
理
学
的
研
究の
成
果で
ゐ
る 。
ヒ
キ
ガエ
ル
の
ガ

の
音が 、
ぬ・
か
・中

に
な
る
か
を
調
査し 、
そ
の
分
布
を
地
図に
か
い

て 、
方
言の
歴
史
を
解
釈し
た 。
-問・

は
ヒ
キと
ガエ
ル
の
複
合の
ゆ
るい
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もの 、
也・
は
新し
くか
たい
結
合と
し 、
その
分布か
ら 、
この
諮の
歴

史的
変化
を
説こ
うとい
わノ

綴密な
好
論で 、
続
篇が
たの
しみで
ある。

雑
誌
「一言語生
活」
(七
月)
が
夏の
シ
ーズ

ンに
ちなん
で
特集し
た

題し
て八
怪談Vに
は 、
井之口
章次氏の
「お
化けの
方
言調査」
(言

語生
活7)
が
ある。
二
十五の
都
道府
県の
国
研地
方
研
究
員を
動員し

て 、
お
化け
を
方
言で 、
ど
うい
うか
など 、
八つ
の
質問に
答えさせた

もの
の
集
計で 、
夏
向
きの
恰好な
読み
もの
で
ある。
こ
れと
同
種の
も

の
に 、
長尾
勇
氏の
「カマ
キ
リと
トカ

ゲ
||但語の

交
錯と
その
原
因

につ
い
て
lll」(語

文七)
が
ある。

後
藤
利
雄
氏の
「ア
イヌ
語
起
源の
東
北
方
言」
(言
語生
活4)
は 、

同
誌三
十三
年一
月号の
続
篇で 、
メッ
プ
(
服
隣) 、
ォ
グエ
こ
才の

子
熊)
以
下五つ
の
ア
イヌ
語
起
源とみ
ら
れる
東
北
方
言の
綿密な
考証

で
ある。
従来 、
ア
イヌ
語と
東
北地
方の
地
名との
関係につ
い
ては
注

意されて
きたが
二
般の
語
集との
関係を
論じ
ら
れた
もの
は
少な
く 、

この
点で
意
義が
ある。

上
村
孝二
氏の
「語
集 、
肥
前か
ら
薩
摩へ」(国
文
研
究9)
は 、
九

州
西北
部か
ら
肥
後の
沿
岸を
通っ
て
薩
摩半島
南
端へ 、
さ
ら
に
種子

島 、
尾
久
島に
至る
地
域の
方
言(語
実)
の
分布につ
い
ての
調査
報告

で 、
さ
ぞか
し
御
苦労なこ
と
だっ
た
ろ
うと

思う 。

岡山で
は 、
広
戸
惇氏の
「
岡山
方
言分布の
実
際(その
こ
ll「無

い」「こ
ん
な」
其の
他
||」(島根

大学論
集9)
が
あっ
た 。
副題の

よ
うな窪田 、

三
十四
語
を
えらんで 、
一
九
郡
七八
町
村に
実地
調査し 、

各
語が
ど
うい
う

分布を一不すか
を 、
〈
分布
表Vに
まと
め
ら
れた 。
時

間と
労
力をか
けた
努
力
作で
ある。
た
だ 、
語の
えらび
方につ
い
ての

説
明や
分布表を
補う八
分布
図Vが
欠けてい
る
点などは
残念で
あっ

たと
思う 。

〈
分布
表Vは一
般的にいっ
て八
分布
図Vと一
組みに
なっ
て
真価

を
発揮するの
では
ない
かと
考1える
がい
かが
な
もの
だ
ろ号 。

山口
幸洋
氏の
「
方
言
的な
語
棄の
整理
(
二
||磐田

郡九
窪町に

お
ける
収録
||」

(土のい
ろ 、
七
月)
は 、
遠州方言を代
表する
と

い
わ
れる
当
方
言
の
語
業の
うち 、

批りの
注
意される
語
(
約五百)

を 、
批別一
八
項目に
分けて
整理
された
もの 。
土の
香りの
する

グ
説

言集グ
的な
色
彩の
濃い
論
考 。

雑誌「
幡多
方一言」
に
連
載し
てい
る
浜回
数
義氏の
「
幡多方言語
集

考(8)」
は 、
「おこ
ご
ろ
(お
た
まじ平
くし
こ
を十ケ
町
村で 、
ど

うい
うか
を
調査し 、
分布
統
計表を付し
た
もの 。
八
分布
図Vと
合せ

読んで
便利で
ある。

長正二
氏の
「
奄
美大島
方
言に
生きてい
る
古代垣間」
(立正
大学文

学
部論
叢叩)
は 、
現
在 、
奄美大島で
行な
わ
れてい
る
「ア
ン
マ
(

母)」「ア
iト

キ
(
暁)」「イメ
(
夢)」「キモ
(心・
肝)」「ク
ガ
ネ
(

黄金
こ
など
十
七の
語をあ
げ 、
こ
れ
を万
葉集の
東歌その
他の
古語

と
対比し
なが
ら 、
この
島に
古代
語が
生きてい
る
と
す
る
論 。
し
か

し 、
著者
自
身も言わ
れるご
と
く 、
こ
れだけで
は 、
資料提
示の
域を

で
ず 、
もっ
と
綿密な
考証
を
必
要と
する
けれど
も 、
蔵されてい
る
問

題は
大きい 。

山田
実氏の
「日
本語の
語
構成」
(自
費出
版)
は
与論島方
言の
語

棄と
古
代日
本語との
比
較を
試み
られた
もの
で 、
著者
多年の
与論語

研
究に
完結を
与えられた
もの
で
ある。
この
中で 、
著者が

グ
上代
仮
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名
遣
に
疑
問
を
も
っp
と
い
っ
て
い
る
が、
こ
れ
を
否
定
し
て、
古
代
日
本

語
と
比
較
を
す
る
の
は、
い
か
が
な
も
の
だ
ろ
う
か。
御
苦
労
に
感
謝
す

る。こ
の
ほ
か、
佐
竹
昭
広
氏
「
鬼
面

||
民
俗
語
奨
『
ヒ
ト
メ
ク』
に
つ
い

て

||」
(
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
5)、
土
屋
長一
郎
氏
「
続
方
言

の
探
究

lls
ま
く
れ
る、
だ
ら
じ、
こ
く

||」
(
伝
承
2)、
桂
井
和
雄
氏

「
山
村
の
地
形
方
言」
(
地
理
学
研
究
8)、
続
出
和
夫
氏
「
検
皮
師
の
隠
語

に
つ
い
て

||
点
描
的
な
汚
察

l|」
(
伝
承
2)、
永
山
勇
氏
「
き
ょ
う
だ

い
(
兄
弟
姉
妹)

関
係
を
指
示
す
る
周辺悶」
(
日
本
文
芸
研
究
日
の
2)
な

ど
の
諸
論
文
が
あ
る。

(
そ
の
他)

こ
こ
で
は
以
上
紹
介
し
た
各
分
野
に
入
ら
な
い
諸
論
文
を
紹

介
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う。

こ
の
年
多
く
の
方
言
研
究
の
論
文
を
も
の
に
さ
れ
た
鎌
田
良
二
氏
は、
こ

の
方
面
で
も
「
兵
庫
県
方
言
研
究
の
概
観」
(
甲
南
女
子
短
大
論
叢
3
月)

を
公
に
さ
れ
た。
こ
れ
は、
氏
が、
兵
庫
県
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト、
音
韻、

語
紫
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て、
ど
う
研
究
さ
れ
て
き
た
か
を
探
ら
れ
た
も

の。
方
言
研
究
史
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る。
同
じ
く
鎌
田
氏
は
「
方
言
語
葉

の
研
究
に
つ
い
て」
(
甲
南
文
学
3)
を
ま
と
め
ら
れ
た。
著
者
が
兵
庫
県

佐
用
郡
と
努
粟
郡
を
二
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
調
資
し
た
経
験
に
基
づ
い
て、
そ

の
方
法
論
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る。

「
山
梨
県
方
言
研
究
の
進
展」
(
人
文
科
教
育
教
室、
山
梨
大
学
学
芸
学

部
研
究
報
告
9)
は、
山
梨
県
下
の
方
言
研
究
が、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ

て
き
た
か、
そ
の
跡
づ
け
を
し
た
も
の。

雑
誌
「
幡
多
方
言」
に
述
載
し
て
い
る。
土
居
重
俊
氏
の
「
土
佐
方
言
研

究
史
(
2)」
(
幡
多
方一吉
9)
ば、
明
治
時
代
に
お
け
る
土
佐
方
言
研
究
文

献
の
紹
介。

鎌
田
良
二
氏
の
「
国
語
教
育
に
お
け
る
方
言
の
扱
い
に
つ
い
て」
(
甲
南

国
文、
3)
は、
国
語
教
育
で
方一
言
を
ど
う
扱
う
べ
き
か
を
概
括
さ
れ
た
も

の。坂
上
弘
之、
一
稲
田
直
久
両
氏
の
「
千
葉
方
言
調
査
の
旅」
(
中
大
国
文
2)

は、
中
村
通
夫
教
授
を
中
心
と
し
た一
房
総
地
方
で
の
kt日
脱
落
現
象
を
調
査

さ
れ
た
報
告
で
あ
る。

こ
の
外、
「
島
根
タ
イ
ム
ス、
I」
に
載
っ
た
岡
義
重
氏
の
「
島
根
の
言

語
研
究
史」、
浜
回
数
義
氏
の
「
鹿
持
雅
没
の
幡
多
方
言、
解
説」
(
幡
多
方

言
8)
平
林
文
雄
氏
「
文
芸
作
品
に
お
け
る
方
言
に
つ
い
て」
(
東
海
大
学

紀
要)
な
ど
の
諸
研
究
が
あ
っ
た。
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最
後
に、
各
学
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
及
び
活
動、
放
送
関
係
の
方
言
研

究
に
つ
い
て、
概
説
し
た
い。
ま
ず、
大
規
模
な
学
会
の
動
き
に
つ
い
て
み

る
と、
八
月
に
九
学
会
連
合
の
調
査
が
佐
渡
ケ
島
で
行
な
わ
れ
た
が、
そ
の

中
の
方
言
調
査
に
は、
令
国一
春
彦、
芳
賀
絞、
南
不
二
男
の
諸
氏
が
参
加

し
て
活
脱
さ
れ
た。
ま
た、
同
立
国
語
研
究
所
が、
北
海
道
に
足
を
の
ば
し

て、
北
海
道
方
言
の
共
通
語
化
を
大
規
模
に
調
査
さ
れ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な

い。
そ
の
成
果
の
い
く
つ
か
は、
柴
田
武、
城
野
光一
各
氏
に
よ
っ
て、
先

出
の
よ
う
な
論
文
と
な
っ
た。

秋
永一
枝
氏
が、
紅一
←瓜、
早
稲
田
大
学
の
学
術
調
査
団
に
参
加
し
て
八



昭和三十四年における国語学界の展望一方学言ー

重
山
諸
島に
渡
り 、

親
し
く

現
地の
方
言
を
録
音し
て
帰
ら
れ
た
こ
と
も
話

題の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う 。
その
後 、
こ
の
録
背は 、
〈立H
戸
学
会〉
の
例
会

で
紹
介
さ
れ
た
が 、
ま
だ
本
格
的な
整
理
が
な
さ
れ
て
い
ない
と
い
う 。
そ

の
日
が
待た
れ
る
次
第で
あ
る 。

一
方 、
学
会の
研
究
発
表
会で 、
口
頭
発
表
さ
れ
た
氏
名と
頭
目
を
あ
げ

る
と 、
音
声
学
会
近
畿
支
部
会で 、
そ
れ
ぞ
れ
和田
実氏の
《
関
西ア
ク
セ

ン
ト

の
印
象
》
川
上
禁
氏の
《
標
準ア
ク
セ
ン
ト

習
得の
急
所》
が
あっ
た

が 、
先
出の
ご
と
く 、
各々

、
会
報に
活
字と
なっ
た 。
こ
の
外 、
十一

月 、
愛
媛
大
学で
関か
れ
た 、
国
語
学
会
中四
支
部
第
七
回
大
会
研
究
発
表

会で
は 、
方
言ア
ク
セ
ン
ト

に
関す
る 、
柳
原
文
広
氏の
《
愛
媛
県
越
知
郡

大
島
方
言の
ア
ク
セ
ン
ト

》
杉
山
正
世氏
《
宇
和
島
市
沿
海
地
区の
ア
ク
セ

ン
ト

》
の
二
今
の
発
表が
あっ
た 。
ま
た 、
同
じ
く 、
大
塚
光
信氏の
《
抄

物に
見
え
る
東
国
語》
が
あ
り 、
こ
れ
は 、
先
出
初ベ
l

ジ
の
金田
弘
氏へ

の
批
判
も
含
ま
れ
て
い
る
由で
あ
る 。

六
月
京
都
大
学の
国
語
学
会
研
究
発
表
会で
は 、
神
烏
武
彦
氏の
《
伊
予

国
魚
島に
お
け
る
形
容
詞
活
用
形の
用
法》
が 、
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
た 。

放
送
関
係
を一
覧す
る
と 、
ま
ず 、
N
H
K
が 、「こ
と
ば
の
研
究
室」
の

時
間に 、
青
木ア
ナの
司
会で 、
回
答
者に 、
渋
沢
秀
雄 、
戸
塚
文
子 、
金

回一
春
彦 、
柴田
武の
諸
氏
(
金
田一 、
柴
田
両
氏
は
隔
週
出
演)
を
む
か

え 、
ゲス
ト

の
土
地の
こ
と
ば
を
開い
て 、
その
出
身
地
を
あ
て
る
番
組 、

「お
国は
ど
ち
ら」
は
好
評
を
博し
て
三
月ま
で
続い
た 。

三
月の
放
送
記
念日
の
特
集と
し
て
放
送
さ
れ
た
「
方
言
と
こ
ろ
ど
こ

ろ」
は 、
青
森 、
金
沢 、
大
阪 、
松
江 、
高
知 、
鹿
児
島 、
守
れに
東
京の

N
H
K
ス
タ
ジ
オ
と
計
七
局
を
結ん
で 、
各
地の
ナ
マ
の
方
言
を
織り
ま

ぜ 、
青
木ア
ナ
と 、
柴
田
武氏の
婆
を
得た
名
司
会と
相
倹っ
て 、
興
味
深

く
聞か
せ
て
く
れ
た 。
閉
じ
円
本で
あ
り
なが
ら
青森と
鹿
児
島の
老
人の

話が
通
じ
な
かっ
た
とい
う

笑
え
ない
ひ
とコ
マ
もあっ
て 、
方一言の
違い

の
深
刻さ
を
知
ら
さ
れ
た 。

地
方で
は 、
N
H
K
甲
府
放
送
局か
ら
「
甲
州こ
ど
もこ
と
ば」
(
清
水

茂
夫) 、
「
甲
州
嫁
と
その
こ
と
ば」(
稲
垣正
幸)「
悶'
州
女こ
と
ば」(
小
田

切
務)
「
文
学に
現
れ
た
甲
州
方
言」
(
清
水
茂
夫 、
中
村
清
湖)
「
物
売
り

こ
と
ば
の
今
昔」
(
上
野
晴
朗)
の
放
送
が 、
山
梨
方
言
研
究
会の
メンバ

ーに
よっ
て
行
なわ
れ
た 。

特
殊な
もの
と
し
て 、
「白
木
放
送
協
会
放
送
文
化
研
究
所」
か
ら
「

N
H
K
行の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー」

の
手
始め
と
し
て 、
金田一
春
彦 、
柴田
武

両
氏の
監
修
指
導に
よ
る
「
全
国
方
言
資
料
|l

東
北・
北
海
道
編
||」

が
で
きた 。
東
北
地
方十
ケ
処 、
北
海
道の
二
ケ
処
を
え
らん
で 、
だ
ん
だ

ん
失わ
れつ
つ
あ
る
方
言
をカ
タ
カ
ナで
収め 、
ひ
ら
が
なで
共
通
語
訳
を

付し
てい
る 。
ま
た 、
方一言の
採
録に
先だっ
て 、
「
東
北
地
方
方
言の
特

徴」
(
金
田一
春
彦) 、
「
北
海
道
方
言の
特
徴」(柴
田
武)
の
丁
寧な
解
説

が
あ
り 、

一
段と
方
言
例
を
読
み
や
す
く
し
て
くれ
る 。
関
東 、
中
部 、
関

西と 、
同
種の
「
全
国
方
言
資
料」
が
続
刊さ
れ
る
こ
と
を
切に
期
待す
る

もの
で
あ
る 。

||
国
際
基
督
教
大
学
助
手

l|
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